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盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆
様
方

に
は
お
元
気
に
お
過
ご
し
の
こ

と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。
日

ご
ろ
は
三
翠
化
学
会
の
運
営
に

ご
協
力
賜
り
篤
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
当
会
単
独
で

総
会
を
持
ち
、
九
〇
名
に
及
ぶ

大
勢
の
皆
様
に
お
集
ま
り
頂
き

盛
大
に
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
年
は
二
年
ご
と
に

開
催
さ
れ
る
三
翠
同
窓
会
総

会
（
親
同
窓
会
）
の
日
に
あ
わ

せ
て
、
母
校
（
生
物
資
源
学
部

二
一
六
教
室
）
に
て
標
記
の
と

お
り
開
催
致
し
ま
す
。
ご
多
用

の
と
こ
ろ
恐
縮
で
す
が
昨
年
同

様
熱
気
あ
ふ
れ
る
会
を
も
う
一

度
持
ち
た
く
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く

平
成
二
六
年
九
月
一
三
日
（
土
）　

午
前
一
二
時
三
〇
分
よ
り
受
付 

一
三
時
開
始　

�

於�

三
重
大
学
生
物
資
源
学
部
二
階
　
二
一
六
番
教
室

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
当
日
は
三
重
県
支

部
総
会
も
あ
わ
せ
て
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
三
翠
化
学
会
の
総

会
終
了
後
、
親
同
窓
会
の
三
重

県
支
部
、
本
部
の
総
会
が
開
催

さ
れ
、
そ
の
あ
と
懇
親
会
が
も

た
れ
ま
す
。
化
学
以
外
の
同
期

の
方
な
ど
と
会
う
絶
好
の
機
会

で
す
。

　
母
校
で
は
学
科
再
編
の
動
き

が
あ
る
や
に
伺
っ
て
お
り
ま

す
。
現
在
文
科
省
と
の
折
衝
が

精
力
的
に
続
い
て
い
る
模
様

で
、
同
窓
会
組
織
と
の
関
連
も

大
き
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
の
推
移
を
見
守
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
同
封
の
印
刷
物
（
黄
色
の

紙
）
で
お
願
い
致
し
ま
し
た
と

お
り
、
三
翠
化
学
会
活
動
維
持

の
た
め
賛
助
金
を
頂
き
た
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
数
回
に
わ
た
り
ご

説
明
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、

本
会
は
新
入
会
員
の
入
会
が
と

だ
え
組
織
が
成
熟
す
る
と
同
時

に
、
財
政
的
に
も
逼
迫
し
て
参

り
ま
し
た
。
こ
の
事
態
を
乗
り

越
え
る
た
め
、
昨
年
度
総
会
で

皆
様
か
ら
賛
助
金
を
い
た
だ
く

案
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

今
回
第
一
回
目
を
お
願
い
す
る

次
第
で
す
。
三
翠
化
学
会
の
活

動
を
維
持
し
、
何
よ
り
も
機
関

紙
「
三
翠
化
学
」
を
今
後
も
継

続
し
て
発
行
で
き
る
よ
う
、
皆

様
方
の
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
同
封
の
は
が
き
で
出

欠
等
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
平
成
二
五
年
度
総
会
は
、
平

成
二
五
年
一
一
月
二
三
日（
土
）

に
母
校
三
重
大
学
生
物
資
源
学

部
大
講
義
室
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
総
会
、
講
演
会
、
懇
親

会
（
一
次
会
）
の
あ
と
場
所
を

志
摩
市
浜
島
に
移
し
て
合
同
ク

ラ
ス
会
（
二
次
会
）
が
も
た

れ
、
翌
二
四
日
（
日
）
に
は
皆

で
伊
勢
神
宮
に
参
拝
し
た
。
両

日
と
も
申
し
分
な
い
小
春
日
和

で
、
二
次
会
参
加
者
も
含
め
て

九
〇
余
名
の
参
集
を
得
、
盛
会

で
あ
っ
た
。

　
総
会
は
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
二

年
に
一
度
親
同
窓
会
の
開
催
日

に
あ
わ
せ
て
も
た
れ
る
の
が
慣

例
に
な
っ
て
い
た
が
、
本
部
の

活
動
が
低
下
し
て
い
る
と
の
声

を
う
け
、
昨
年
に
引
き
続
い
て

三
翠
化
学
会
独
自
に
総
会
が
開

催
さ
れ
た
た
め
、
議
事
の
進
行

は
若
干
異
例
と
な
っ
た
。
梅
川

理
事
司
会
の
元
、
内
田
氏
（
大

15
回
）
を
議
長
に
選
出
し
議
事

が
進
め
ら
れ
た
。
事
業
報
告

（
勝
崎
幹
事
）、
会
計
報
告
（
三

島
幹
事
）
は
二
四
年
度
報
告
と

二
五
年
度
途
中
経
過
を
報
告
す

る
に
と
ど
め
、
採
決
は
次
年
度

総
会
に
持
ち
越
さ
れ
た
。

　
財
政
状
況
の
悪
化
か
ら
、
伝

統
あ
る
機
関
紙
「
三
翠
化
学
」

の
継
続
発
行
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ

と
を
う
け
、
本
紙
発
行
の
た
び

に
賛
助
金
を
頂
く
案
件
が
審
議

さ
れ
、
熱
心
な
議
論
の
う
え
全

員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
総
会
終
了
後
講
演
会
が
開
催

さ
れ
た
。
翌
日
伊
勢
神
宮
に
参

拝
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
ご
遷
宮
に
詳
し
い
人
文
学

部
山
田
雄
司
教
授
に
よ
る
「
伊

勢
神
宮
と
式
年
遷
宮
」
と
題
す

る
講
演
を
お
聞
き
し
た
。
学
術

的
な
真
摯
な
ご
説
明
で
、
我
々

が
普
段
知
ら
な
い
多
く
の
歴
史

的
事
実
を
教
え
て
頂
き
、
意
義

深
い
内
容
で
あ
っ
た
。

　
講
演
終
了
後
、
会
場
を
新
装

成
っ
た
三
重
大
学
病
院
の
最
上

階
（
一
二
階
）
に
あ
る
レ
ス
ト

ラ
ン
「
四
喜
折
々
」
に
移
し
て
、

懇
親
会
（
一
次
会
）
が
開
催
さ

れ
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
眼
下

に
伊
勢
湾
を
一
望
で
き
対
岸
の

中
部
国
際
空
港
や
そ
こ
に
着
陸

す
る
飛
行
機
ま
で
く
っ
き
り
と

見
え
、
こ
の
場
所
を
会
場
に
選

ん
だ
意
図
は
十
分
に
達
せ
ら
れ

た
。
木
村
理
事
（
大
25
回
）
司

会
の
も
と
、
恩
師
熊
澤
先
生
、

嶋
林
先
生
、
梅
林
先
生
、
田
中

晶
善
理
事
・
副
学
長
の
お
話
、

各
支
部
長
、
ク
ラ
ス
会
開
催
学

年
の
代
表
者
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ

を
聞
き
な
が
ら
、
立
食
パ
ー

テ
ィ
に
は
珍
し
い
中
華
風
の
料

理
と
お
酒
を
楽
し
み
つ
つ
、
恩

師
や
級
友
と
の
会
話
を
楽
し
ん

だ
。

　
合
同
ク
ラ
ス
会
（
二
次
会
）

参
加
者
は
そ
の
後
の
日
程
が
詰

ま
っ
て
い
る
た
め
す
ぐ
バ
ス
に

乗
り
込
み
、
一
路
志
摩
市
浜
島

の
民
宿
「
中
井
荘
」
目
指
し
て

出
発
し
た
。
大
学
に
残
っ
た
人

の
一
部
は
、
現
職
教
員
で
あ
る

苅
田
理
事
、
梅
川
理
事
案
内
の

も
と
学
内
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、

旧
農
芸
化
学
の
血
を
引
く
研
究

室
の
見
学
や
学
内
に
の
こ
る
三

翠
の
息
吹
を
感
じ
る
建
物
を
み

て
回
っ
た
。

　
夕
刻
中
井
荘
に
到
着
し
た
メ

ン
バ
ー
は
、
近
く
の
ホ
テ
ル
で

温
泉
に
つ
か
り
汗
を
流
し
て

さ
っ
ぱ
り
し
た
気
分
で
、
ク

ラ
ス
別
に
用
意
さ
れ
た
会
場
に

入
っ
て
ク
ラ
ス
会
に
望
ん
だ
。

大
30
回
の
ク
ラ
ス
に
は
担
任

だ
っ
た
熊
澤
先
生
が
、
大
16
回

を
中
心
と
す
る
ク
ラ
ス
会
に
は

嶋
林
先
生
が
出
席
頂
き
、
話
に

花
が
咲
い
た
。
大
15
回
と
大
36

回
の
ク
ラ
ス
を
含
め
、
四
ク
ラ

ス
が
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
た
。

宴
会
後
一
部
の
人
は
貸
切
の
カ

ラ
オ
ケ
ス
ナ
ッ
ク
へ
出
向
き
自

慢
の
の
ど
を
披
露
し
た
よ
う
で

あ
っ
た
。

　
翌
日
二
五
日
も
絶
好
の
日
和

に
恵
ま
れ
た
。
伊
勢
神
宮
周
辺

の
混
雑
を
さ
け
る
た
め
早
め
に

行
動
を
開
始
し
、
七
時
半
に
は

宿
の
バ
ス
で
鵜
方
駅
ま
で
送
っ

て
も
ら
い
、
近
鉄
特
急
で
宇
治

山
田
駅
下
車
、
路
線
バ
ス
で
内

宮
宇
治
橋
前
の
大
鳥
居
の
前
に

一
旦
集
合
し
た
。
そ
の
後
は
ク

ラ
ス
別
の
行
動
と
な
り
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
正
殿
に
お
参
り

の
後
、
お
祓
い
町
、
お
か
げ
横

丁
で
赤
福
や
猿
回
し
見
物
な
ど

を
楽
し
ん
だ
。

　
早
め
の
時
間
設
定
の
た
め
、

ご
遷
宮
直
後
で
行
楽
日
和
の
日

曜
日
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
わ
り
あ
い
ス
ム
ー
ズ
に
進
む

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
路
線

バ
ス
で
外
宮
前
に
移
動
し
、
大

方
の
ク
ラ
ス
は
外
宮
に
お
参
り

し
た
後
、
最
後
の
全
員
集
合
場

所
で
あ
る
伊
勢
市
駅
前
旅
館

「
日
の
出
館
」
に
集
ま
っ
た
。

到
着
順
に
宮
内
庁
御
用
達
「
大

喜
」の
弁
当
で
腹
ご
し
ら
え
し
、

大
学
農
場
生
産
物
を
利
用
し
た

ど
ら
焼
き
を
お
土
産
に
買
い
求

め
、
各
自
再
会
を
約
し
て
散
会

し
た
。

　
本
会
開
催
に
あ
た
り
、
三
翠

化
学
会
活
性
化
委
員
会
の
方
々

に
は
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
を
頂

い
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

	

（
小
畑
（
大
15
）
記
）

平
成
二
五
年
度
総
会
報
告

「
三
翠
化
学
」発
行
に
あ
わ
せ
賛
助
金
を
会
員
の
皆
様
に
依
頼 

決
定

平成 25年度総会風景　枠内左より小畑先生、内田氏、梅川先生

懇親会風景

　
恩
師
梅
林
正
直
先
生
（
平
成

九
年
三
月
ご
退
官
、
土
壌
学
・

植
物
栄
養
学
）
は
、
こ
の
度
三

重
大
学
学
長
、
チ
ェ
ン
マ
イ
大

学
学
長
は
じ
め
日
本
国
内
七
大

学
、
タ
イ
国
四
大
学
の
学
長
及

び
日
本
の
国
会
議
員
か
ら
個
別

に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
委
員
会
に
推
薦
さ
れ
、
候

補
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
先
生
の
タ
イ
に
お
け
る
長
年

の
活
動
が
平
和
賞
に
ふ
さ
わ
し

い
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　
先
生
は
退
官
後
、
深
い
お
付

き
合
い
の
あ
っ
た
タ
イ
の
チ
ェ

ン
マ
イ
に
毎
年
三
ヶ
月
間
二
回

滞
在
さ
れ
て
、
タ
イ
北
部
の
山

岳
民
族
に
対
し
麻
薬
の
原
料
と

な
る
ケ
シ
に
代
わ
る
換
金
作
物

と
し
て
梅
を
は
じ
め
と
す
る
果

樹
栽
培
を
指
導
し
て
、
現
地
の

方
々
か
ら
深
く
感
謝
さ
れ
て
い

ま
す
。
梅
は
三
年
ほ
ど
で
実
を

結
び
、
先
生
の
狙
い
通
り
、
雨

が
降
る
と
四
輪
駆
動
車
も
通
行

不
可
能
と
な
る
地
域
か
ら
も
容

易
に
搬
出
・
出
荷
さ
れ
、
栽
培

農
家
の
貴
重
な
収
入
源
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
気
温
の
高

い
低
地
で
は
、
タ
イ
の
ラ
イ
ム

と
も
い
わ
れ
る
マ
ナ
オ
を
植
樹

さ
れ
ま
し
た
。

　
タ
イ
、ラ
オ
ス
、ミ
ャ
ン
マ
ー

の
接
点
に
あ
る
黄
金
の
三
角
地

帯
と
呼
ば
れ
る
地
域
か
ら
ケ
シ

を
撲
滅
し
よ
う
と
す
る
先
生
の

活
動
が
、
平
和
賞
に
ふ
さ
わ
し

い
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
平
成
二
〇
年
度
外
務
大
臣
表

彰
、
同
年
一
二
月
三
重
大
学
学

長
特
別
表
彰
第
一
号
、
平
成

二
四
年
に
は
食
の
新
潟
国
際
賞

受
賞
、
昨
年
春
の
叙
勲
で
瑞
宝

中
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
一
四
年
間
は
こ
れ
ら
の

活
動
に
加
え
、
日
タ
イ
友
好
を

さ
ら
に
深
め
る
た
め
毎
年
タ
イ

で
七
夕
植
樹
祭
を
行
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
三
重
県
選
出
の
国
会

議
員
尾
崎
咢
堂
翁
が
ア
メ
リ
カ

に
桜
四
千
本
を
贈
っ
た
丁
度
百

年
目
に
あ
た
る
昨
年
か
ら
は
、

桜
の
植
樹
も
始
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
先
の
大
戦
で
七
十
年

前
に
多
く
の
将
兵
が
命
を
落
と

し
た
メ
ー
ホ
ン
ソ
ン
へ
の
桜
並

木
を
作
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
五

年
間
で
五
万
本
の
桜
を
植
え
た

い
そ
う
で
す
。

　
タ
イ
に
あ
う
五
種
類
の
桜
を

植
樹
し
、
ま
た
日
本
の
桜
を
タ

イ
の
桜
に
接
木
し
て
活
着
し
た

こ
と
を
確
か
め
、
日
タ
イ
友
好

の
証
を
築
か
れ
て
い
ま
す
。

　
受
賞
の
発
表
は
毎
年
一
〇
月

一
〇
日
で
す
が
、
実
現
は
今
年

に
な
る
か
来
年
か
、
再
来
年
に

な
る
か
楽
し
み
に
し
て
い
る
と

先
生
は
笑
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　
同
窓
諸
氏
で
桜
植
樹
に
興
味

を
も
た
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
毎
年

二
月
初
旬
の
チ
ェ
ン
マ
イ
に
お

い
で
下
さ
い
。な
お
ご
活
動
は
、

先
生
の
氏
名
四
文
字
を
検
索
エ

ン
ジ
ン
に
入
れ
て
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

	

（
小
畑
（
大
15
）
記
）

梅
林
正
直
先
生
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
候
補
に
！

　
最
近
は
桜
植
樹
も
!!
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「
毎
度
お
お
き
に
。
儲
か
っ
て

ま
っ
か
。」

　
さ
て
第
一
五
回
関
西
支
部

　
平
成
二
六
年
二
月
二
二
日

（
土
）、
第
六
回
三
翠
化
学
会
関

東
支
部
交
流
会
を
江
戸
川
区
船

堀
の
朝
日
信
用
金
庫
船
堀
セ
ン

タ
ー
内
の
コ
ラ
ボ
産
学
官
プ
ラ

ザ
五
階
セ
ミ
ナ
ー
室
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
本
部
か
ら
小
畑

仁
三
翠
化
学
会
会

長（
大
学
第
15
回
）

と
杉
崎
護
（
大
16

回
）
さ
ん
、
ま
た

三
重
大
に
以
前
在

職
さ
れ
、
現
在
千

葉
大
学
大
学
院
の

犬
伏
和
之
教
授
に

も
出
席
い
た
だ

き
、
今
回
は
総
勢

二
六
名
の
参
加
で

し
た
。

　
東
海
裕
作
副
支

部
長
（
大
19
回
）

の
進
行
の
も
と
、

吉
田
関
東
支
部

長
（
大
18
回
）
の

第 16 回　関西支部総会 ・交流会のご案内
日時：平成 26年11月15日（土）

談話会特別講演：「三重大学農芸化学の源流」嶋林幸英先生

　関西支部会設立 30周年となる記念交流会です。「三重大学農学部における農芸化

学の歩み」を嶋林先生にたっぷりと語っていただきます。同期の皆さんお誘いの上、奮っ

てご参加ください。

総
会
・
交
流
会

は
一
一
月
九
日

（
土
）、
三
翠
化
学

会
会
長
の
小
畑
仁

先
生
、
同
副
会
長

の
杉
崎
護
様
、
特

別
会
員
と
し
て
三

重
大
学
名
誉
教
授

熊
澤
善
三
郎
先
生

を
お
迎
え
し
、
総

勢
二
五
名
の
参
加

の
も
と
、
新
大
阪

ク
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ

ル
（
岸
本
オ
ー

ナ
ー
（
専
４
））

に
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
総
会
報

告
と
と
も
に
、
交

流
会
の
様
子
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
総
会
で
は
、
古
橋
支
部

長
（
大
19
）
の
「
本
年
度
の
メ

第
六
回
三
翠
化
学
会
関
東
支
部
交
流
会
報
告

�

（
関
東
支
部
支
部
長
　
吉
田
　
吉
明
）

平
成
二
五
年
度
　
三
翠
化
学
会
関
西
支
部
総
会

イ
ン
の
談
話
会
は
、
安
倍
総
理

の
『
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
』
と
大
阪

の
『
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
』
の
向

こ
う
を
張
っ
て
、『
ア
カ
デ
ミ

ク
ス
』
で
進
め
て
い
き
ま
す
。」

と
の
挨
拶
に
て
幕
を
開
け
ま
し

た
。

　
次
に
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て

小
畑
会
長
よ
り
お
伊
勢
さ
ん
参

拝
を
兼
ね
た
一
一
月
の
三
翠
化

学
会
総
会
の
案
内
及
び
本
会
の

現
状
報
告
、
そ
し
て
財
政
立
て

直
し
な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。

　
続
い
て
、伊
藤
副
支
部
長（
大

21
）
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
会

務
報
告
、
会
計
報
告
な
ど
滞
り

な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
年

度
は
役
員
改
選
に
あ
た
り
、
長

年
役
員
を
し
て
い
た
だ
い
た
細

見
幹
事
（
大
４
）
が
退
任
、
谷

口
幹
事
（
大
20
）
が
会
計
監
査

と
し
て
信
任
さ
れ
、
そ
の
他
の

役
員
は
全
員
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
後
、
談
話
会
に
移
り
、

今
回
は
お
二
方
に
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
お
一
人
目
は
、
紀
州
観

音
山
フ
ル
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
代
表

取
締
役
児
玉
典
男
氏
（
大
20
）。

『
農
業
発
展
は
、
流
通
改
革
に

尽
き
る
』
と
題
し
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
高
品
質
な
農
産

物
、
広
報
力
、
商
品
開
発
力
を

ベ
ー
ス
と
し
た
「
経
営
力
」
に

て
新
し
い
流
通
経
路
の
開
拓
に

よ
り
農
業
経
営
の
安
定
化
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
「
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」
に
て
若
手

研
修
生
の
育
成
を
推
進
等
、
農

業
発
展
の
た
め
の
幅
広
い
活
動

を
紹
介
。
農
芸
化
学
出
身
者
こ

そ
が
農
業
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

を
経
営
で
き
る
と
熱
く
語
ら
れ

ま
し
た
。

　
続
い
て
日
本
農
薬
㈱
で
長
年

に
わ
た
り
研
究
開
発
に
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
谷
中
國
昭
氏
（
大

13
）
よ
り
「
イ
ソ
プ
ロ
チ
オ
ラ

ン
・
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
」
の
お
話

を
戴
き
ま
し
た
。

　
イ
ネ
の
重
要
病
害
で
あ
る
イ

モ
チ
病
薬
「
イ
ソ
プ
ロ
チ
オ
ラ

ン
」
の
発
明
と
、
そ
れ
を
端
緒

に
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
に
導
か

れ
、
同
社
研
究
陣
に
よ
っ
て
開

発
さ
れ
た
、
医
薬
品
を
含
む

数
々
の
興
味
深
い
生
理
活
性
物

質
開
発
物
語
で
し
た
。
何
れ
も

同
社
の
「
ド
ル
箱
」
商
品
と
し

て
今
も
経
営
を
支
え
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
記
念
撮
影
後
、
お
楽
し
み
の

懇
親
会
が
小
川
副
支
部
長
（
大

30
）
澤
本
幹
事
（
大
43
）
の
女

性
コ
ン
ビ
の
司
会
の
も
と
、
吉

田
氏
（
専
２
）
の
乾
杯
に
て
ス

タ
ー
ト
、
美
味
し
い
料
理
、
お

酒
そ
し
て
参
加
者
の
近
況
報
告

や
思
い
出
の
ス
ピ
ー
チ
等
、
楽

し
く
歓
談
し
、
絆
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
恒
例
の
応
援
歌
を
私

（
岸
田
）
の
発
声
に
て
熱
唱
、

中
締
め
と
し
て
谷
中
副
支
部
長

よ
り
来
年
の
再
会
を
期
し
た
閉

会
の
辞
に
て
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

　
支
部
交
流
会
は
、
初
参
加
の

方
々
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
ら
れ

る
気
軽
な
会
で
す
。
ま
た
異
分

野
の
諸
先
輩
か
ら
多
く
の
有
益

な
お
話
が
伺
え
る
素
晴
ら
し
い

機
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

出
席
し
て
決
し
て
損
は
さ
せ
ま

へ
ん
。

　
ほ
な
ま
た
来
年（
第
一
六
回
、

関
西
支
部
設
立
三
〇
周
年
記
念

交
流
会
）、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
ゅ

う
お
た
の
申
し
ま
す
。

	

（
岸
田
吾
一
（
大
36
）
記
）

開
会
挨
拶
、
そ
し
て
小
畑
会
長

か
ら
三
翠
化
学
会
の
活
動
状
況

を
含
め
た
来
賓
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
い
た
後
、
杉
崎
護
（
大
16

回
）
さ
ん
か
ら
、
昨
年
一
一
月

二
三
～
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た

「
平
成
二
五
年
度
三
翠
化
学
会

総
会
・
懇
親
会
」
の
報
告
が
行

わ
れ
、
三
翠
化
学
会
の
今
後
の

展
開
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
会
の
講
演
会

は
、「
目
か
ら
鱗
の
世
界
遺
産

一
〇
〇
」
と
題
し
、
市
川
正

（
大
16
回
）
さ
ん
に
お
願
い
し

ま
し
た
。
現
在
、
世
界
遺
産
は

九
八
一
件
が
登
録
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
市
川
さ
ん
は
世

界
遺
産
が
そ
の
地
域
の
地
理
、

歴
史
、
文
化
等
を
知
る
た
め
の

素
晴
ら
し
い
教
材
で
あ
り
、
定

年
後
の
趣
味
の
一
つ
と
し
て
、

夫
婦
で
行
け
る
安
全
な
世
界
遺

産
を
選
び
旅
を
し
た
と
の
こ
と

で
す
。

　
一
九
五
九
年
四
月
か
ら

二
〇
一
三
年
九
月
ま
で
に
、

ア
メ
リ
カ
九
ヶ
所
、
ア
フ
リ

カ
一
〇
ヵ
所
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

四
八
ヵ
所
、
オ
セ
ア
ニ
ア
六
ヵ

所
、
ア
ジ
ア
一
二
ヵ
所
、
そ
し

て
国
内
一
五
ヵ
所
の
二
七
ヵ
国

一
〇
〇
ヵ
所
を
訪
れ
、
自
ら
撮

影
し
た
風
景
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
で
紹
介
し
、
そ
の
中
か
ら
興

味
深
か
っ
た
世
界
遺
産
に
つ
い

て
感
想
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
本
人
も
自
画
自
賛
す
る
素
晴

ら
し
い
風
景
を
幾
つ
も
見
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
何
よ

り
も
市
川
さ
ん
の
企
画
力
と
行

動
力
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
集
合
写
真
を
撮
影
後
、
大
８

回
の
原
弘
先
輩
の
乾
杯
の
音
頭

で
恒
例
の
懇
親
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
大
学
時
代
の
思
い
出
話

だ
け
で
な
く
、
世
間
話
、
仕
事

に
関
係
す
る
情
報
交
換
な
ど
先

輩
、
後
輩
の
年
齢
を
越
え
て
歓

談
し
、
二
時
間
を
超
え
る
時
間

が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
る
ほ

ど
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
㈱
サ
ン
ド
・
サ
ン

ド
の
社
長
藤
川
誠
一（
大
20
回
）

さ
ん
に
自
社
の
手
作
り
サ
ン
ド

な
ど
の
料
理
や
酒
の
用
意
、
会

場
の
設
定
で
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
（
会
社
案
内
は
㈱
サ

ン
ド
・
サ
ン
ド
で
検
索
し
ご
覧

く
だ
さ
い
）。

　
最
後
に
、
恒
例
の
浅
井
副
支

部
長
の
指
揮
で「
三
翠
応
援
歌
」

を
大
合
唱
し
、
今
回
は
参
加
者

の
最
年
少
の
井
上
典
之
（
大
39

回
）
さ
ん
に
締
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
一
一
時
か
ら
始
ま
り

四
時
間
半
を
超
え
る
交
流
会
で

し
た
が
、
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん

の
お
顔
を
拝
見
し
て
、
今
年
も

や
っ
て
良
か
っ
た
。
そ
し
て
大

学
の
先
輩
、
後
輩
の
付
き
合
い

の
奥
深
さ
を
感
じ
た
一
日
で
し

た
。
そ
の
後
、
有
志
が
二
次
会

に
流
れ
、
小
畑
会
長
、
杉
崎
さ

ん
と
懇
談
し
て
交
流
会
を
終
え

ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
会
は
大
学
26
回

か
ら
39
回
の
卒
業
生
が
四
名
参

加
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
収
穫

で
し
た
。来
年
は
総
会
の
年
で
、

第
一
三
回
支
部
総
会
と
な
り
ま

す
。
関
東
支
部
活
動
が
再
開
さ

れ
て
、
丁
度
一
〇
年
の
節
目
に

な
り
ま
す
。
予
定
で
は
二
月
の

開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
支
部
委
員
会
で
次
第

の
計
画
を
作
り
一
月
頃
案
内
し

ま
す
の
で
、
多
く
の
方
、
特
に

若
い
方
の
参
加
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
最
後
に
、
今
回
の
交
流
会
の

出
席
者
（
敬
称
略
）
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
原
弘（
08
）、
鈴
木
潔（
09
）、

亀
山
幸
輝（
12
）、
近
藤
三
郎

（
12
）、
清
水
宣
雄（
14
）、
小
島

楯
彦（
15
）、
長
島
貞
武（
15
）、

市
川
正（
16
）、
杉
崎
護（
16
）、

岡
田
啓（
17
）、吉
田
吉
明（
18
）、

浅
井
美
文（
19
）、
浅
尾
由
一

（
19
）、
東
海
裕
作（
19
）、
田
中

俊
一（
20
）、
平
田
友
良（
20
）、

藤
川
誠
一（
20
）、中
島
亨（
22
）、

丹
羽
誠
一（
22
）、
飯
田
徹
也

（
23
）、
別
所
明（
26
）、
森
亮
夫

（
27
）、
酒
井
和
好（
34
）、
井
上

典
之（
39
）、
小
畑
仁（
15

：

三

翠
化
学
会
会
長
）、
犬
伏
和
之

（
千
葉
大
大
学
院
）

祝！熊澤先生米寿　30期浜島に集う教
授
昇
任
の
ご
挨
拶�

木
村 

哲
哉

　
こ
の
た
び
資
源
循
環
学
専

攻
循
環
生
物
工
学
講
座
の
微

生
物
遺
伝
学
教
育
研
究
分
野

教
授
と
し
て
辞
令
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
新
し
い
分
野
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
実
験

室
も
十
九
年
前
に
赴
任
し
た

当
時
の
研
究
室
（
現
微
生
物

工
学
、旧
応
用
微
生
物
）
で
、

粟
冠
先
生
と
二
人
体
制
と
い

う
組
み
合
わ
せ
に
変
更
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

　
農
芸
化
学
時
代
の
卒
業
生

の
方
に
と
っ
て
は
、
ご
自
分

の
卒
業
さ
れ
た
研
究
室
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
分
か

り
に
く
く
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
微
生
物
工
学
研
究
室
は

先
輩
方
よ
り
受
け
継
が
れ
て

き
た
「
微
生
物
の
応
用
」
を

め
ざ
し
た
研
究
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
現
在
研
究
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
嫌
気
性
細
菌
も
卒
業
生
の

方
が
苦
労
し
て
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
組

織
も
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て

お
り
ま
す
が
、
幸
い
に
し
て
発

酵
学
、
応
用
微
生
物
学
、
微
生

物
工
学
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

研
究
室
の
伝
統
は
在
学
生
に
引

き
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

　
先
輩
方
の
築
か
れ
た
も
の
に

あ
ぐ
ら
を
か
い
て
新
し
い
開
拓

を
怠
っ
て
い
る
と
お
し
か
り
を

受
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

解
析
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
昔

か
ら
受
け
継
が
れ
た
菌
株
か
ら

新
し
い
発
見
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
ま
さ
に
「
温
故
知
新
」

で
す
。

　
研
究
室
の
学
生
は
、
昔
の

卒
論
や
修
論
を
開
い
て
は
、

「
〇
〇
さ
ん
の
論
文
に
は
こ

う
書
い
て
あ
っ
た
」
と
い
っ

て
自
分
の
実
験
結
果
を
理
解

し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、「
昔
の
卒
論
は
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
実
験
し
て
い

る
の
に
」
と
ぼ
や
く
日
々
で

す
。「
老
舗
の
看
板
」
と
は

あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。

　
三
重
大
学
の
農
芸
化
学
と

い
う
学
問
分
野
で
長
年
に
わ

た
り
積
み
上
げ
ら
れ
た
実
績

に
少
し
で
も
新
し
い
も
の
が

積
み
上
げ
ら
れ
る
よ
う
微
力

な
が
ら
努
力
を
し
て
い
く
所

存
で
す
。
今
後
と
も
卒
業
生

の
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　平成 25年11月23日、快晴のどこまで

も青い空の下、母校三重大学で開催され

た三翠化学会総会・懇親会の盛り上がり

もそのままに、農芸化学 30 期の10 名と

担任の熊澤先生は、浜島の民宿中井荘に

バスで移動、熊澤先生の米寿のお祝いを

兼ねてクラス会を行いました。この10名

という人数は、今回の三翠化学会総会で

他の学年を大きく引き離した参加数。30

期の絆の強さを改めて感じます。到着後早々に始まったクラス会でも、大学時代の思

い出、またみんなの近況やらで、話題はつきることはありません。米寿をお祝いする

記念品として、同期有志一同より熊澤先生に試験管を振る

似顔絵の色紙を贈呈。先生には大変喜んでいただきました。

熊澤先生は厳しかった大学時代よりも幾分穏やかになられ

たご様子ですが、今でも定期的にスポーツジムで運動される

など、体の鍛錬もかかさない生活とか。身体のあちこちの

不調を訴える50 代半ばの私たちは反省することしきりです。

翌日は、遷宮後の伊勢神宮内宮に参拝。日の出旅館での昼

食後、来年名古屋での再会を約束し、それぞれ帰途につき

ました。幹事としてご尽力いただきました山田君、尾崎君、

青山君、本当にありがとうございました。（小川（大30） 記）
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関
東
支
部
会
第
三
回
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

～
優
勝
は
大
15
回
の
小
島
楯
彦
氏
～　
　
　

　
関
東
支
部
第
三
回
ゴ
ル
フ
大

会
を
平
成
二
六
年
六
月
四
日

（
水
）、
利
根
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

（
茨
城
県
取
手
市
）
で
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
昼
食
・
ド

リ
ン
ク
付
き
、
パ
ー
テ
ィ
六
〇

分
飲
み
放
題
、
優
勝
商
品
付
き

の
コ
ン
ペ
プ
ラ
ン
を
企
画
し
ま

し
た
。そ
の
た
め
、河
川
敷
コ
ー

ス
で
す
が
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
取
手

駅
に
近
い
コ
ー
ス
に
設
定
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
一
〇
名
が
参
加
し
、

三
組
の
ラ
ウ
ン
ド
で
し
た
。
当

日
は
絶
好
の
天
気
に
恵
ま
れ
、

老
若
？

　
各
選
手
が
和
気
あ
い

あ
い
の
雰
囲
気
の
な
か
、
一
喜

一
憂
の
熱
が
入
っ
た
プ
レ
ー

を
展
開
し
ま
し
た
。
新
ぺ
リ

ア
の
ハ
ン
デ
戦
で
行
っ
た
結

果
、
優
勝
は
小
島
楯
彦
氏
（
大

15
回
）
で
初
の
栄
冠
で
す
。
ア

ウ
ト
四
五
・
イ
ン
四
二
の
グ
ロ

ス
八
七
、
ハ
ン
デ
一
五
・
六
、

ネ
ッ
ト
七
一
・
二
で
、
た
だ
一

人
の
ア
ン
ダ
ー
で
し
た
。
準
優

勝
は
前
回
優
勝
者
の
吉
田
吉
明

氏
（
大
18
回
）
で
、
ア
ウ
ト

四
二
・
イ
ン
四
六
の
グ
ロ
ス

八
八
、
ハ
ン
デ
一
三
・
二
、
ネ
ッ

ト
四
七
・
八
で
し
た
。
三
位
は
、

昨
年
ブ
ー
ビ
ー
賞
の
平
田
友
良

氏
（
大
20
回
）
で
、
グ
ロ
ス

九
九
、
ネ
ッ
ト
七
五
・
〇
の
健

闘
で
し
た
。
原
先
輩（
大
８
回
）

は
、
ア
ウ
ト
四
四
・
イ
ン
四
五

と
グ
ロ
ス
八
九
で
、
今
年
も

八
〇
台
で
廻
り
（
昨
年
は
グ
ロ

ス
八
六
）、
年
齢
を
感
じ
さ
せ

な
く
、
し
か
も
堅
実
な
プ
レ
ー

で
し
た
。
長
島
貞
武
氏
（
大
15

回
）
は
昨
年
同
様
グ
ロ
ス
八
四

で
、
今
年
も
ベ
ス
グ
ロ
で
し
た

が
、
ネ
ッ
ト
七
八
・
〇
で
六
位

に
終
わ
り
ま
し
た
。
近
藤
三
郎

氏
（
大
12
回
）、
亀
山
幸
輝
氏

（
大
12
回
）
の
同
級
生
対
決
は

三
打
差
で
近
藤
さ
ん
が
制
し
ま

し
た
。
東
海
裕
作
氏（
大
19
回
）

は
四
位
で
、
大
19
回
の
浅
尾
由

一
氏
は
ブ
ー
ビ
ー
、
飯
田
徹
也

氏（
大
23
回
）が
ブ
ー
ビ
ー
メ
ー

カ
ー
と
振
る
わ
ず
、
今
大
会
は

八
〇
台
が
四
名
で
し
た
が
、
今

年
も
六
八
歳
以
上
の
高
齢
者
先

輩
に
後
れ
を
と
っ
た
形
と
な
り

ま
し
た
。

　
三
翠
化
学
会
会
員
の
交
流
を

さ
ら
に
深
め
る
た
め
に
来
年
も

引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。
三
翠

化
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

案
内
し
ま
す
の
で
、
次
回
は
多

く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
関
東
支
部
以

外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎
し
ま

す
。
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
支
部
間

の
交
流
を
深
め
て
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
皆
様
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

（
関
東
支
部
長	

吉
田
吉
明	
記
）

　
早
い
も

の
で
修
了

し
て
か
ら

一
五
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
三
重

大
学
に
は
、
学
生
と
し
て
九
年

間
、
博
士
研
究
員
と
し
て
三
年

間
も
の
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
所
属
は
当
時
の
応
用
微
生

物
学
研
究
室
で
退
官
さ
れ
た
嶋

田
協
先
生
、
大
宮
邦
雄
先
生
、

そ
し
て
現
教
員
の
粟
冠
和
郎
先

生
、
木
村
哲
也
先
生
に
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
間
に
す
っ
か
り
微
生
物
の

魅
力
に
と
り
つ
か
れ
、
幸
せ
な

こ
と
に
現
在
は
香
川
大
学
希
少

糖
研
究
セ
ン
タ
ー
で
微
生
物
の

酵
素
を
利
用
す
る
研
究
に
取
り

森
本
兼
司
（
大
42
回
）

小
林
美
里
（
大
47
回
）

　
私
は
、
三
重
大
学
生
物
資
源

学
部
農
芸
化
学
コ
ー
ス
平
成

一
一
年
の
卒
業
生
で
あ
り
、
今
は

名
古
屋
大
学
大
学
院
生
命
農
学

研
究
科
に
て
助
教
を
し
て
お
り

ま
す
。
学
部
四
年
生
の
一
年
間
、

古
市
幸
生
教
授
と
梅
川
逸
人
准

教
授
の
栄
養
化
学
研
究
室
（
現
・

栄
養
機
能
工
学
）
で
卒
業
論
文

研
究
に
取
り
組
む
中
で
、
一
か

ら
栄
養
学
実
験
の
基
礎
を
学
び

ま
し
た
。
動
物
実
験
か
ら
分
析

実
験
ま
で
全
て
が
楽
し
く
感
じ

ら
れ
、
す
ぐ
に
実
験
研
究
の
虜

に
な
り
、
こ
の
一
年
間
が
研
究

菅
野
友
美
（
院
27
回
）

　
北
の
国
に
居
ま
す
。
三
重
大
学

を
修
了
し
て
以
来
、
中
部
地
方
の

企
業
や
大
学
を
転
々
と
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
思
い
き
っ
て
海

を
渡
り
（
と
い
っ
て
も
国
内
で

す
が
）
旭
川
へ
移
り
ま
し
た
。

　
旭
川
は
北
海
道
の
中
心
よ
り

少
し
北
に
あ
り
、
大
雪
山
な
ど

の
山
々
に
囲
ま
れ
た
盆
地
で

す
。
北
海
道
は
夏
で
も
涼
し
い

と
思
い
き
や
、
夏
は
暑
く
冬
は

寒
い
日
本
一
温
度
差
の
あ
る
地

域
で
す
。
北
海
道
は
大
自
然
に

囲
ま
れ
、
夏
の
間
は
最
高
の
観

組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
球
上
で
最
も
豊
富
に
存
在

す
る
単
糖
が
ブ
ド
ウ
糖
で
あ
る

こ
と
は
よ
く
耳
に
す
る
と
思
い

ま
す
が
、
希
少
糖
と
は
逆
に
天

然
に
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
単

糖
類
と
定
義
し
て
い
ま
す
。（
詳

し
く
はhttp://www.kagawa-u.

ac.jp/rsrc/index.html

）
単
糖

類
は
僅
か
な
構
造
の
違
い
で
そ

の
機
能
性
（
甘
さ
も
含
め
て
）

が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
香
川
大
学
が
力
を

入
れ
て
い
る
Ｄ
─
プ
シ
コ
ー
ス

に
は
抗
肥
満
効
果
、
血
糖
値
上

昇
抑
制
作
用
が
、
ま
た
Ｄ
─
ア

ロ
ー
ス
に
は
虚
血
保
護
作
用
、

が
ん
細
胞
成
長
抑
制
作
用
な
ど
、

カ
ロ
リ
ー
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
が
、
甘
さ
を
ほ
ど
よ
く
有

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
食
品
・

医
薬
品
・
農
薬
な
ど
で
の
応
用

が
期
待
さ
れ
て
い
る
新
素
材
で

す
。
既
に
商
品
化
さ
れ
て
い
る

希
少
糖
も
あ
り
ま
す
。

　
我
々
の
グ
ル
ー
プ
で
は
酵
素

反
応
や
簡
単
な
水
素
添
加
法
な

ど
の
化
学
反
応
を
用
い
た
効
率

的
な
生
産
方
法
を
開
発
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
一
〇
〇
種
ほ
ど

の
希
少
糖
に
的
を
絞
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
ら
を
生
産
す
る
た

め
の
酵
素
は
一
〇
種
ほ
ど
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
、
希
少
糖

を
生
産
す
る
酵
素
は
い
ず
れ
も

微
生
物
由
来
で
あ
り
、
ま
た
一

般
的
な
酵
素
と
違
い
基
質
特
異

性
が
緩
い
こ
と
が
大
き
な
特
徴

と
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
程
度

構
造
が
類
似
し
て
い
る
と
反
応

す
る
、
つ
ま
り
一
種
類
の
酵
素

で
複
数
の
基
質
を
認
識
で
き
る

こ
と
か
ら
少
な
い
酵
素
の
種
類

で
も
多
品
種
の
希
少
糖
の
生
産

が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
技
術
を
核
に
し
て
反

応
効
率
の
高
い
酵
素
の
発
見
や

新
し
い
触
媒
能
を
示
す
酵
素
の

発
見
な
ど
を
中
心
に
研
究
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

者
を
志
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た

私
の
原
点
で
す
。

　
そ
の
後
、
名
古
屋
大
学
大
学

院
に
進
学
し
、
栄
養
分
野
の
実

験
研
究
を
続
け
、
八
年
前
よ
り

現
職
の
助
教
と
な
り
ま
し
た
。

私
が
名
古
屋
大
学
に
進
学
し
た

き
っ
か
け
は
、
卒
論
生
と
し
て

研
究
室
配
属
さ
れ
て
間
も
な
い

頃
、
古
市
教
授
が
名
古
屋
大
学

の
堀
尾
先
生
を
ご
紹
介
し
て
下

さ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
栄
養
化

学
の
先
生
方
、
先
輩
方
に
は
快

く
、
送
り
出
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
後
も
気
に
掛
け
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　
学
位
取
得
後
は
ポ
ス
ド
ク
と

し
て
大
阪
大
学
医
学
部
で
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん

を
診
る
中
で
生
ま
れ
た
疑
問
に

対
し
て
動
物
実
験
で
解
明
す
る

研
究
姿
勢
に
触
れ
、
研
究
に
は

些
細
な
変
化
を
見
逃
さ
な
い
気

付
き
の
力
が
大
切
な
の
だ
と
学

び
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
大
学
院
生
か
ら
の

テ
ー
マ
で
あ
る
モ
デ
ル
マ
ウ
ス

を
用
い
た〝
食
事
誘
導
性
の
糖
・

脂
質
代
謝
異
常
の
遺
伝
因
子
に

関
す
る
研
究
〟
に
対
し
て
、
五

月
末
に
日
本
栄
養
・
食
糧
学
会

奨
励
賞
を
授
与
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
ま
で
に
、
食
事
誘
導
性

２
型
糖
尿
病
や
脂
肪
肝
の
発
症

に
関
わ
る
遺
伝
子
が
正
常
な
マ

ウ
ス
の
ゲ
ノ
ム
に
複
数
存
在
し

て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
れ

ら
の
組
み
合
わ
せ
で
初
め
て
発

症
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

き
ま
し
た
。

　
私
の
研
究
ゴ
ー
ル
は
、
食
事

光
地
で
す
が
、
一
年
の
半
分
は

雪
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
北
海

道
の
冬
は
内
地
（
本
州
の
こ
と

を
道
民
は
内
地
と
呼
び
ま
す
。）

に
は
な
い
厳
し
さ
で
す
。
内
地

に
戻
り
た
い
と
思
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
大
き
な
氷
柱
や
ダ

イ
ア
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
な
ど
内
地

で
は
味
わ
え
な
い
楽
し
み
も
多

く
あ
り
ま
す
。
是
非
、
来
て
く

だ
さ
い
。

　
こ
こ
に
寄
稿
し
て
い
る
先
輩

方
は
三
重
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

を
活
か
し
た
仕
事
に
就
い
て
頑

張
っ
て
み
え
ま
す
が
、
私
は
教

員
養
成
を
し
て
お
り
ま
す
。
教

員
養
成
は
初
め
て
の
経
験
で
、

学
生
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
科
の

教
員
を
目
指
す
学
生
た
ち
に
栄

養
や
調
理
を
教
え
な
が
ら
、
北

海
道
の
食
材
を
使
っ
て
研
究

を
し
て
い
ま
す
。
思
え
ば
、
三

重
大
学
の
食
品
化
学
研
究
室
で

米
飯
の
研
究
を
し
て
い
た
こ
と

が
、
今
の
仕
事
に
つ
な
が
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
三
重
大

学
時
代
の
恩
師
で
あ
る
山
田
哲

也
先
生
に
は
修
了
後
も
多
く
の

ご
教
示
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
、

こ
の
場
を
か
り
て
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

に
よ
っ
て
誘
導
さ
れ
る
２
型
糖

尿
病
や
脂
肪
肝
の
原
因
遺
伝
子

を
同
定
し
、
そ
の
遺
伝
子
を
食

事
因
子
に
よ
り
制
御
し
発
症
の

予
防
・
治
療
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
こ
と
で
す
が
、
未
だ
進

行
中
で
す
。
今
後
、
生
活
習
慣

病
に
お
け
る
食
事
と
遺
伝
子
と

の
相
互
作
用
の
解
明
に
向
け

て
、
候
補
遺
伝
子
の
ノ
ッ
ク
ア

ウ
ト
マ
ウ
ス
作
成
等
を
進
め
て

い
く
所
存
で
す
。

　
受
賞
に
あ
た
っ
て
今
ま
で
の

研
究
生
活
を
振
り
返
り
、
多
く

の
先
生
方
に
育
て
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
を
し
て
お
り
ま

す
。
改
め
て
、
私
の
研
究
生
活

の
原
点
で
あ
る
三
重
大
学
で
お

世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

●
大
学
近
況
（
１
）

　
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
開
発
拠
点 

完
成

　
平
成
二
六
年
一
月
に
、「
地

域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
開
発

拠
点
」
と
い
う
建
物
が
新
築
さ

れ
ま
し
た
。
場
所
は
、
遺
伝
子

実
験
施
設
の
図
書
館
側
、
畜
舎

の
横
で
す
。

　
建
物
に
は
、
地
域
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
学
研
究
科
を
は
じ
め
、

社
会
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
と
生

命
科
学
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
の

一
部
が
入
り
、
地
域
と
の
連
携

を
も
と
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

生
み
出
す
拠
点
と
し
て
、
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
前
の
三
階
建
て
中
層
棟
と
奥

の
五
階
建
て
高
層
棟
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
手
前
右
側
が

遺
伝
子
実
験
施
設
の
建
物
で

す
。

旧　棟　の　今　（大学の思い出シリーズ）

旧農芸化学棟の現在、写真は、
1967年に撮影された旧化学棟で
す。今でも、その一部の建物が残っ
ています。

現在の旧化学棟の
様子です。教育学
部校舎の間に建っ
ております。近く
には、三翠寮跡の
石碑もあります。
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三翠化学会の HP のお知らせ
　検索サイトで三翠化学会を検索いただくか、以下のURLでアクセスください。
　URL http://sansui.bio.mie-u.ac.jp/dosokai/kagaku/kagaku.html

　機関紙「三翠化学」のPDFもダウンロードできます。同窓会、同期会、研究室
の同門会の開催予告などHPに掲載したい内容がありましたら、電子メールで苅田
までご連絡ください。karita@innov.mie-u.ac.jp
　また facebookにも「三翠化学会」のページを作りました。facebookの友達
検索で、「三翠化学会」と入力いただければ、アクセスできます。ぜひ「いいね」
を押してください。
Google マップでのストリートビュー
　Googleマップでは、三重大学内のストリートビューを提供しています。コン
ピュータ上で、学生気分にもどって学内を散策してみてはいかでしょうか。
　Google 地図にて、「三重大学」で検索し、ストリートビューで学内散策ができ
ます。

　
生
物
資
源
学
部
・
生
物
資
源

学
研
究
科
は
、
平
成
二
七
年
度

に
学
部
及
び
大
学
院
の
改
組
を

予
定
し
て
お
り
、
現
在
文
部
科

学
省
に
申
請
中
で
す
。
現
在
あ

る
三
学
科
の
名
称
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
学
科
定
員
（
資

源
循
環
学
科
七
〇
名
、
共
生
環

境
学
科
七
〇
名
、
生
物
圏
生
命

科
学
科
一
〇
〇
名
に
変
更
）
の

適
正
化
と
と
も
に
、
学
科
ご
と

に
二
つ
の
教
育
コ
ー
ス
（
合
計

六
コ
ー
ス
）
を
設
定
し
、
専
門

分
野
の
再
編
成
、
つ
ま
り
研
究

室
の
大
幅
な
移
動
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
農
芸
化
学
の
流
れ
を
く
む
研

究
室
は
、
現
在
、
資
源
循
環
学

科
と
生
物
圏
生
命
科
学
科
の
二

つ
の
学
科
の
三
つ
の
講
座
に
分

か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
改
組
後

は
土
壌
圏
生
物
機
能
学
（
旧
土

壌
学
・
植
物
栄
養
学
）
を
除
き
、

生
物
圏
生
命
科
学
科
の
生
命
機

能
化
学
講
座
（
新
名
称
）
に
統

合
さ
れ
ま
す
。
研
究
室
名
も
多

少
変
更
す
る
予
定
で
、
現
在
検

討
中
で
す
。
改
組
後
の
生
命
機

能
化
学
講
座
は
以
下
の
よ
う
な

組
織
に
な
り
ま
す
。

　
分
子
細
胞
生
物
学
（
奥
村
克

純
教
授
・
緒
方
進
助
教
）、
分

子
生
物
情
報
学
（
田
中
晶
善	

授
・
三
宅
英
雄
助
教
）、
生
理

活
性
化
学
（
稲
垣
譲
教
授
）、

生
物
機
能
化
学
（
勝
崎
裕
隆
准

教
授
）、
食
品
機
能
化
学
（
寺

西
克
倫
教
授
）、
生
物
情
報
工

学
（
橋
本
篤
教
授
・
末
原
憲
一

郎
准
教
授
）、
食
品
資
源
工
学

（
磯
野
直
人
准
教
授
）、
食
品
発

酵
学
（
苅
田
修
一
教
授
）、
微

生
物
工
学
（
粟
冠
和
郎
教
授
）、

微
生
物
遺
伝
学
（
木
村
哲
哉
教

授
）、
栄
養
機
能
工
学
（
梅
川

逸
人
教
授
・
西
尾
昌
洋
准
教
授
）

　
改
組
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と

は
、
学
部
・
研
究
科
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

	

（
梅
川
逸
人	

記
）

●
大
学
近
況
（
２
）

　
生
物
資
源
学
部
・
生
物
資
源
学
研
究
科
の
改
組

大学11回（昭和38年）の卒業生15名の皆様が、

卒業50周年記念に三重大学を訪問されました。

詳細は、三重大学 HP（http://www.mie-u.ac. 

jp/topics/kohoblog/2013/11/1550.html）に紹介

されています。

卒業50周年

三翠会館前での記念撮影

● 平成 25 年　三翠化学会　同窓会 ●
講演会　「伊勢神宮と式年遷宮」　山田教授（三重大学人文学部）
懇親会　レストラン「四喜折々」（於 大学病院新館）
司会　木村幸信氏／幹事　向原健人氏、三島 隆先生、前田祥貴氏／乾杯音頭　福田 映氏

山田教授

吉田吉明関東支部長 古橋雅巳関西支部長 中締め　岩佐則武氏

応援歌斉唱　前田祥貴氏

木村幸信氏

福田 映氏

向原健人氏 三島 隆先生 前田祥貴氏

二次会　民宿「中井荘」（於 志摩市浜島）

伊勢神宮参拝

田中晶善理事・副学長 谷 由美子氏 鈴木 卓氏


